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令和６年度
当初予算可決

■ 定例会・臨時会
■ 予算審査
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ベトナムから

スマホ
からもご覧
いただけます！



３月定例会

次
期
総
合
セ
ン
タ
ー

　

令
和
７
年
度

　
　

完
成
を
目
指
す

2

3
月
定
例
会
は
、
3
月
5
日
か
ら
15
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。

各
会
計
補
正
予
算
、
令
和
6
年
度
一
般
会
計
予
算
及
び
特
別
会
計
、
企

業
会
計
、
条
例
関
係
が
一
括
上
程
さ
れ
た
。

令
和
6
年
度
の
予
算
に
関
し
て
は
予
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

賛
成
8
反
対
1
と
な
っ
た
。
一
般
質
問
で
は
4
名
の
議
員
が
町
当
局
の

考
え
を
質
し
た
。
最
終
日
に
は
条
例
案
件
1
件
、
諮
問
案
件
1
件
が
追

加
さ
れ
た
。
全
議
案
賛
成
多
数
と
し
て
定
例
会
を
閉
じ
た
。

令和6年度一般会計投資的事業の主な内容令和6年度一般会計投資的事業の主な内容

総額119億1104万円
定例会の
　あらまし
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賛成８、反対１で可決！！

次期総合センター建設事業
自治体DX推進事業

………8億494万円
…………………5435万円

……300万円

2000万円
………………1141万円
………………810万円

……1139万円
 …………………2億1100万円
……………………3882万円
……………………3032万円

……………1053万円

総務費

訪問介護サービス確保支援事業民生費

農業水路等長寿命化・防災減災事業
有害鳥獣被害対策事業農業費

地域経済活性化支援事業
イベント関連臨時：補助金事業商工費

町道橋補修事業
除雪機械購入事業土木費

ICT活用推進事業
歴史民俗資料館整備事業教育費

専
決
処
分

主
な
補
正
予
算

◆町道除排雪業務
……5000万円

◆定額減税に伴うシステム改修業務
◆物価高騰対応重点支援地方創成臨時交付金（こども加算分）
◆住民税均等割のみ課税世帯への給付金（こども加算分含む）
◆飼料及び電気料高騰支援交付金
◆指定管理施設省エネ化工事
◆施設備品購入費
◆施設維持管理委託料及び除排雪業務

………………………………65万円
…185万円
…1100万円

………………………………52万円
………………………………2181万円

………………………………………………94万円
………………………2000万円

臨時議会
令和6年2月20日

第一回



３月定例会
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一般会計補正予算の主な内容

令和6年度当初予算

人
権
擁
護
委
員

　
渡
部
　
由
美
子
氏
　
新
任

（
小
国
町
大
字
兵
庫
舘
）

◆
小
国
町
お
ぐ
に
ふ
る
さ
と

　
文
化
館
条
例

　

新
た
な
歴
史
民
俗
資
料
館
開

館
の
た
め
の
条
例
の
制
定

◆
山
形
県
立
小
国
高
等
学
校
へ
の

支
援
拡
充
に
つ
い
て

　
　

県
立
小
国
高
等
学
校
を

　
　

支
援
す
る
会
会
長

安
部　

昌
晴

◆
年
金
制
度
に
お
け
る
外
国
人
へ
の

脱
退
一
時
金
の
是
正
を
求
め
る

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

　
　

福
岡
県
行
橋
市
上
稗
田

　
　

１
０
９
７

‒

１

小
坪　

慎
也

◆
地
方
自
治
と
沖
縄
の
自
己
決
定

権
を
尊
重
し
沖
縄
県
と
の
十
分

な
対
話
で
基
地
問
題
の
解
決
に

臨
む
こ
と
を
国
に
求
め
る
意
見

書
に
関
す
る
陳
情

　　

沖
縄
に
応
答
す
る
会

代
表　

漆
山
ひ
と
み

◆
小
国
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
条
例

の
一
部
改
正

　

小
国
町
会
計
年
度
任
用
職
員

へ
の
勤
勉
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

◆
小
国
町
国
民
健
康
保
険
施
設

条
例
及
び
小
国
町
病
院
事
業

の
一
部
改
正

　

小
国
町
立
病
院
の
付
帯
事

業
と
し
て
病
院
併
設
型
小

規
模
介
護
医
療
院
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

3月定例会

人
事
案
件

陳    

情

（
小
国
町
議
会
の
対
応  

議
員
配
布
）

小国町ぎかいだより■APRIL.2024

種子購入費助成…………405万円

　 小国分署耐震調査事業等
　　　　　　　　………398万円

産地生産基盤パワーアップ事業費
………1332万円

　　 令和4年度豪雨災害復旧工事
　　　　　    　………5077万円

災害復旧費

消　防　費

条
例
の
制
定

主
な
条
例
改
正

請願者請願者請願者

農林水産業費



予算審査特別委員会質疑応答
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■
移
住
記
事
作
成
報
償
事
業

の
内
容
は
。

■
移
住
者
等
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
活
動
・
日
常
生
活
や
他
の

人
た
ち
と
の
交
流
の
様
子
な

ど
を
紹
介
す
る
こ
と
に
対
す

る
謝
礼
の
支
給
を
想
定
し
て

い
る
。

■
令
和
6
年
度
は
、
庁
舎
西

側
の
改
修
工
事
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
停
留
所
周
辺
の
タ

イ
ル
の
損
傷
も
激
し
い
が
修

理
の
予
定
は
。

■
損
傷
は
承
知
し
て
い
る
が
、

今
年
度
は
西
側
壁
面
等
の
改

修
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

タ
イ
ル
補
修
は
、
今
後
の
計

画
と
な
る
が
、
危
険
の
な
い

よ
う
に
対
策
し
て
い
く
。

■
次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
の
本

体
工
事
が
始
ま
る
が
、
温
泉

施
設
の
調
査
等
予
算
は
。

■
ま
ず
は
、
次
期
総
合
セ
ン

タ
ー
の
完
成
に
傾
注
し
て
い

く
。
状
況
を
見
な
が
ら
調
査

等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

■
マ
イ
ナ
保
険
証
の
運
用

が
始
ま
る
が
、
そ
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

■
令
和
6
年
12
月
2
日
以

降
は
、
新
た
な
健
康
保
険
証

は
発
行
さ
れ
な
く
な
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険

証
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
と

な
る
た
め
、
早
め
の
マ
イ
ナ

保
険
証
の
手
続
き
を
周
知
し

て
い
く
。

　

な
お
、
切
り
替
え
が
間
に

合
わ
な
い
方
は
、
資
格
確
認

書
を
用
い
て
医
療
機
関
を
受

診
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

■
災
害
が
頻
発
し
て
い
る

が
、
令
和
6
年
度
の
総
合
防

災
訓
練
の
内
容
は
。

■
詳
細
は
、
こ
れ
か
ら
詰

め
て
い
く
予
定
だ
が
、
訓
練

対
象
地
区
以
外
の
町
民
も
参

加
で
き
る
よ
う
な
訓
練
に
し

て
い
き
た
い
。

■
危
険
な
空
き
家
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
る
が
、
解
体
補

助
を
含
め
今
後
の
対
応
は
。

■
平
成
27
年
度
の
調
査
結

果
を
基
に
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を

行
っ
て
き
た
。
令
和
６
年
度

は
改
め
て
詳
し
い
調
査
を
行

い
、
特
定
空
き
家
等
対
策
検

討
協
議
会
を
開
催
し
解
体
補

助
等
を
含
め
対
策
を
検
討
し

て
い
く
。

■
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
制
作
協

力
謝
礼
と
は
。

■
事
業
の
目
的
は
移
住
定
住

の
促
進
と
交
流
人
口
の
増
加

で
、
レ
ジ
ャ
ー
や
暮
ら
し
を

知
る
マ
ッ
プ
を
作
る
も
の
で

あ
る
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は

地
域
を
知
る
町
民
と
移
住
者

ら
が
製
作
委
員
会
で
マ
ッ
プ

作
製
を
進
め
て
い
く
。
観
光

マ
ッ
プ
の
専
門
家
や
情
報
発

信
の
専
門
家
・
町
民
協
力
者

令和６年度各会計予算8対1で認定

QA

Q

庁舎の損傷が目立つようになってきた

へ
の
謝
礼
を
考
え
て
い
る
。

■
旧
温
泉
健
康
館
解
体
設
計

業
務
と
は
。

■
浴
室
棟
を
解
体
す
る
設
計

業
務
で
、
池
を
更
地
に
す
る

分
を
含
ん
で
い
る
。
屋
根
の

一
部
が
吹
き
飛
ぶ
な
ど
腐
食

が
進
み
危
険
な
状
態
で
あ
る
。

更
地
に
し
た
場
所
の
活
用
は

検
討
中
で
あ
る
。

■
野
生
キ
ノ
コ
検
体
採
取
業

務
の
進
捗
は
。

■
一
部
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
は

検
体
が
集
ま
ら
な
い
状
況
に

あ
る
。
出
荷
自
粛
か
ら
数
年

経
過
し
て
い
る
が
、
山
菜
や

ク
マ
肉
に
つ
い
て
も
放
射
性

物
質
が
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。 　

厚
生
労
働
省
と
林
野
庁

の
担
当
者
と
地
元
の
担
当

者
の
意
見
交
換
を
行
っ
た

際
、
非
破
壊
検
査
と
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
に
つ
い
て
検

出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
解

除
を
お
願
い
し
た
。

■
除
雪
費
約
2
億
円
と
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
不
足
は
な

い
か
。

■
降
雪
状
況
の
対
応
も
毎
年

違
っ
て
き
て
い
る
。

　

状
況
に
応
じ
て
補
正
予
算

等
で
対
応
し
て
い
る
。

■
水
道
事
業
の
長
沢
、
針
生

の
水
源
地
で
停
電
が
発
生
し

た
場
合
の
発
電
機
設
備
は
十

分
か
。

■
針
生
水
源
地
は
新
し
い
非

常
用
発
電
機
を
備
え
て
い
る

が
、
長
沢
水
源
地
で
の
備
え

は
な
く
、
事
案
が
発
生
し
た

都
度
、
建
設
会
社
か
ら
の
借

用
で
対
応
し
て
い
る
。

■
学
校
給
食
費
へ
の
補
助
は
。

■
一
食
当
た
り
小
学
校
は

3
0
5
円
、
中
学
校
は
3
6

0
円
で
あ
る
。
材
料
費
や
光

熱
費
等
の
高
騰
に
よ
り
、
小

学
校
の
値
上
が
り
分
25
円
の

う
ち
10
円
を
、
中
学
校
は
値

上
が
り
分
30
円
の
う
ち
15
円

を
補
助
す
る
。

■
町
内
の
閉
校
校
舎
維
持
管

理
事
業
は
。

■
玉
川
小
中
学
校
、
小
玉
川

小
中
学
校
、
白
沼
小
中
学
校
、

北
部
小
中
学
校
、
沖
庭
小
学

校
の
旧
校
舎
は
、
地
元
住
民

に
清
掃
を
委
託
し
て
い
る
ほ

か
、
消
防
設
備
等
の
点
検
や

電
気
代
、
水
道
代
等
を
計
上

し
て
い
る
。

■
旧
小
国
小
学
校
の
周
辺

住
民
か
ら
環
境
が
悪
化
し
て

い
る
と
の
声
も
あ
る
が
、
解

体
は
。

■
玄
関
を
封
鎖
し
、
最
低
限

の
管
理
を
し
て
い
る
。

　

外
観
的
に
も
良
く
な
い
状

況
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
解
体
は
検
討
し
て
い

る
が
、
多
額
の
経
費
を
要
す

る
た
め
、
財
源
の
確
保
が
最

大
の
課
題
で
あ
る
。

■
令
和
6
年
度
よ
り
病
院
内

に
介
護
医
療
院
を
開
設
し
、

小
国
病
院
病
床
26
床
、
介
護

医
療
院
療
床
19
床
と
な
る
が
、

入
院
患
者
が
26
名
を
超
え
た

場
合
は
。

■
令
和
5
年
度
も
入
院
患
者

が
30
名
を
超
え
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
介
護
医
療
院
の
療
床

に
は
入
院
で
き
な
い
が
、
安

定
し
た
方
の
退
院
先
と
な
る

こ
と
で
入
院
で
き
な
い
こ
と

が
無
い
よ
う
に
し
た
い
。 

■
妊
婦
出
産
支
援
事
業
の

妊
娠
、
出
産
時
に
お
け
る
町

の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
と
出
生
数

の
増
加
は
。

■
母
子
保
健
担
当
が
妊
娠

時
、
出
産
後
定
期
的
に
面
談

し
て
い
る
。

 

出
生
数
は
30
名
を
切
っ
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
事
業
の

結
果
、
急
激
に
出
生
数
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、

安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

■
湯
上
が
り
サ
ロ
ン
パ
ッ
ケ

ー
ジ
エ
ア
コ
ン
設
置
費
用

4
0
0
万
円
の
内
容
は
。

■
エ
ア
コ
ン
設
置
場
所
は
、

３
階
の
東
側
か
ら
南
側
に
か

け
て
ガ
ラ
ス
張
り
の
30
畳
で

あ
り
、
既
存
の
冷
房
施
設
の

修
繕
に
は
多
額
の
費
用
を
要

す
る
。
冷
房
効
果
の
出
る
サ

イ
ズ
と
機
種
を
選
定
し
た
電

源
工
事
も
含
め
た
予
算
と
な

る
。

総
務
企
画
課

間宮尚江議員を委員長とし議長を除く9名による予算審査特別委員会を

設置し審議にあたった。

小国町ぎかいだより■APRIL.2024
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■
移
住
記
事
作
成
報
償
事
業

の
内
容
は
。

■
移
住
者
等
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
活
動
・
日
常
生
活
や
他
の

人
た
ち
と
の
交
流
の
様
子
な

ど
を
紹
介
す
る
こ
と
に
対
す

る
謝
礼
の
支
給
を
想
定
し
て

い
る
。

■
令
和
6
年
度
は
、
庁
舎
西

側
の
改
修
工
事
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
停
留
所
周
辺
の
タ

イ
ル
の
損
傷
も
激
し
い
が
修

理
の
予
定
は
。

■
損
傷
は
承
知
し
て
い
る
が
、

今
年
度
は
西
側
壁
面
等
の
改

修
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

タ
イ
ル
補
修
は
、
今
後
の
計

画
と
な
る
が
、
危
険
の
な
い

よ
う
に
対
策
し
て
い
く
。

■
次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
の
本

体
工
事
が
始
ま
る
が
、
温
泉

施
設
の
調
査
等
予
算
は
。

■
ま
ず
は
、
次
期
総
合
セ
ン

タ
ー
の
完
成
に
傾
注
し
て
い

く
。
状
況
を
見
な
が
ら
調
査

等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

■
マ
イ
ナ
保
険
証
の
運
用

が
始
ま
る
が
、
そ
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

■
令
和
6
年
12
月
2
日
以

降
は
、
新
た
な
健
康
保
険
証

は
発
行
さ
れ
な
く
な
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険

証
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
と

な
る
た
め
、
早
め
の
マ
イ
ナ

保
険
証
の
手
続
き
を
周
知
し

て
い
く
。

　

な
お
、
切
り
替
え
が
間
に

合
わ
な
い
方
は
、
資
格
確
認

書
を
用
い
て
医
療
機
関
を
受

診
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

■
災
害
が
頻
発
し
て
い
る

が
、
令
和
6
年
度
の
総
合
防

災
訓
練
の
内
容
は
。

■
詳
細
は
、
こ
れ
か
ら
詰

め
て
い
く
予
定
だ
が
、
訓
練

対
象
地
区
以
外
の
町
民
も
参

加
で
き
る
よ
う
な
訓
練
に
し

て
い
き
た
い
。

■
危
険
な
空
き
家
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
る
が
、
解
体
補

助
を
含
め
今
後
の
対
応
は
。

■
平
成
27
年
度
の
調
査
結

果
を
基
に
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を

行
っ
て
き
た
。
令
和
６
年
度

は
改
め
て
詳
し
い
調
査
を
行

い
、
特
定
空
き
家
等
対
策
検

討
協
議
会
を
開
催
し
解
体
補

助
等
を
含
め
対
策
を
検
討
し

て
い
く
。

■
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
制
作
協

力
謝
礼
と
は
。

■
事
業
の
目
的
は
移
住
定
住

の
促
進
と
交
流
人
口
の
増
加

で
、
レ
ジ
ャ
ー
や
暮
ら
し
を

知
る
マ
ッ
プ
を
作
る
も
の
で

あ
る
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は

地
域
を
知
る
町
民
と
移
住
者

ら
が
製
作
委
員
会
で
マ
ッ
プ

作
製
を
進
め
て
い
く
。
観
光

マ
ッ
プ
の
専
門
家
や
情
報
発

信
の
専
門
家
・
町
民
協
力
者

QAQA
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令和５年度の総合防災訓練の様子

へ
の
謝
礼
を
考
え
て
い
る
。

■
旧
温
泉
健
康
館
解
体
設
計

業
務
と
は
。

■
浴
室
棟
を
解
体
す
る
設
計

業
務
で
、
池
を
更
地
に
す
る

分
を
含
ん
で
い
る
。
屋
根
の

一
部
が
吹
き
飛
ぶ
な
ど
腐
食

が
進
み
危
険
な
状
態
で
あ
る
。

更
地
に
し
た
場
所
の
活
用
は

検
討
中
で
あ
る
。

■
野
生
キ
ノ
コ
検
体
採
取
業

務
の
進
捗
は
。

■
一
部
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
は

検
体
が
集
ま
ら
な
い
状
況
に

あ
る
。
出
荷
自
粛
か
ら
数
年

経
過
し
て
い
る
が
、
山
菜
や

ク
マ
肉
に
つ
い
て
も
放
射
性

物
質
が
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。 　

厚
生
労
働
省
と
林
野
庁

の
担
当
者
と
地
元
の
担
当

者
の
意
見
交
換
を
行
っ
た

際
、
非
破
壊
検
査
と
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
に
つ
い
て
検

出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
解

除
を
お
願
い
し
た
。

■
除
雪
費
約
2
億
円
と
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
不
足
は
な

い
か
。

■
降
雪
状
況
の
対
応
も
毎
年

違
っ
て
き
て
い
る
。

　

状
況
に
応
じ
て
補
正
予
算

等
で
対
応
し
て
い
る
。

■
水
道
事
業
の
長
沢
、
針
生

の
水
源
地
で
停
電
が
発
生
し

た
場
合
の
発
電
機
設
備
は
十

分
か
。

■
針
生
水
源
地
は
新
し
い
非

常
用
発
電
機
を
備
え
て
い
る

が
、
長
沢
水
源
地
で
の
備
え

は
な
く
、
事
案
が
発
生
し
た

都
度
、
建
設
会
社
か
ら
の
借

用
で
対
応
し
て
い
る
。

■
学
校
給
食
費
へ
の
補
助
は
。

■
一
食
当
た
り
小
学
校
は

3
0
5
円
、
中
学
校
は
3
6

0
円
で
あ
る
。
材
料
費
や
光

熱
費
等
の
高
騰
に
よ
り
、
小

学
校
の
値
上
が
り
分
25
円
の

う
ち
10
円
を
、
中
学
校
は
値

上
が
り
分
30
円
の
う
ち
15
円

を
補
助
す
る
。

■
町
内
の
閉
校
校
舎
維
持
管

理
事
業
は
。

■
玉
川
小
中
学
校
、
小
玉
川

小
中
学
校
、
白
沼
小
中
学
校
、

北
部
小
中
学
校
、
沖
庭
小
学

校
の
旧
校
舎
は
、
地
元
住
民

に
清
掃
を
委
託
し
て
い
る
ほ

か
、
消
防
設
備
等
の
点
検
や

電
気
代
、
水
道
代
等
を
計
上

し
て
い
る
。

■
旧
小
国
小
学
校
の
周
辺

住
民
か
ら
環
境
が
悪
化
し
て

い
る
と
の
声
も
あ
る
が
、
解

体
は
。

■
玄
関
を
封
鎖
し
、
最
低
限

の
管
理
を
し
て
い
る
。

　

外
観
的
に
も
良
く
な
い
状

況
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
解
体
は
検
討
し
て
い

る
が
、
多
額
の
経
費
を
要
す

る
た
め
、
財
源
の
確
保
が
最

大
の
課
題
で
あ
る
。

■
令
和
6
年
度
よ
り
病
院
内

に
介
護
医
療
院
を
開
設
し
、

小
国
病
院
病
床
26
床
、
介
護

医
療
院
療
床
19
床
と
な
る
が
、

入
院
患
者
が
26
名
を
超
え
た

場
合
は
。

■
令
和
5
年
度
も
入
院
患
者

が
30
名
を
超
え
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
介
護
医
療
院
の
療
床

に
は
入
院
で
き
な
い
が
、
安

定
し
た
方
の
退
院
先
と
な
る

こ
と
で
入
院
で
き
な
い
こ
と

が
無
い
よ
う
に
し
た
い
。 

■
妊
婦
出
産
支
援
事
業
の

妊
娠
、
出
産
時
に
お
け
る
町

の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
と
出
生
数

の
増
加
は
。

■
母
子
保
健
担
当
が
妊
娠

時
、
出
産
後
定
期
的
に
面
談

し
て
い
る
。

 

出
生
数
は
30
名
を
切
っ
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
事
業
の

結
果
、
急
激
に
出
生
数
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、

安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

■
湯
上
が
り
サ
ロ
ン
パ
ッ
ケ

ー
ジ
エ
ア
コ
ン
設
置
費
用

4
0
0
万
円
の
内
容
は
。

■
エ
ア
コ
ン
設
置
場
所
は
、

３
階
の
東
側
か
ら
南
側
に
か

け
て
ガ
ラ
ス
張
り
の
30
畳
で

あ
り
、
既
存
の
冷
房
施
設
の

修
繕
に
は
多
額
の
費
用
を
要

す
る
。
冷
房
効
果
の
出
る
サ

イ
ズ
と
機
種
を
選
定
し
た
電

源
工
事
も
含
め
た
予
算
と
な

る
。

町

民

課

産
業
振
興
課

AQA
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■
移
住
記
事
作
成
報
償
事
業

の
内
容
は
。

■
移
住
者
等
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
活
動
・
日
常
生
活
や
他
の

人
た
ち
と
の
交
流
の
様
子
な

ど
を
紹
介
す
る
こ
と
に
対
す

る
謝
礼
の
支
給
を
想
定
し
て

い
る
。

■
令
和
6
年
度
は
、
庁
舎
西

側
の
改
修
工
事
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
停
留
所
周
辺
の
タ

イ
ル
の
損
傷
も
激
し
い
が
修

理
の
予
定
は
。

■
損
傷
は
承
知
し
て
い
る
が
、

今
年
度
は
西
側
壁
面
等
の
改

修
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

タ
イ
ル
補
修
は
、
今
後
の
計

画
と
な
る
が
、
危
険
の
な
い

よ
う
に
対
策
し
て
い
く
。

■
次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
の
本

体
工
事
が
始
ま
る
が
、
温
泉

施
設
の
調
査
等
予
算
は
。

■
ま
ず
は
、
次
期
総
合
セ
ン

タ
ー
の
完
成
に
傾
注
し
て
い

く
。
状
況
を
見
な
が
ら
調
査

等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

■
マ
イ
ナ
保
険
証
の
運
用

が
始
ま
る
が
、
そ
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

■
令
和
6
年
12
月
2
日
以

降
は
、
新
た
な
健
康
保
険
証

は
発
行
さ
れ
な
く
な
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険

証
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
と

な
る
た
め
、
早
め
の
マ
イ
ナ

保
険
証
の
手
続
き
を
周
知
し

て
い
く
。

　

な
お
、
切
り
替
え
が
間
に

合
わ
な
い
方
は
、
資
格
確
認

書
を
用
い
て
医
療
機
関
を
受

診
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

■
災
害
が
頻
発
し
て
い
る

が
、
令
和
6
年
度
の
総
合
防

災
訓
練
の
内
容
は
。

■
詳
細
は
、
こ
れ
か
ら
詰

め
て
い
く
予
定
だ
が
、
訓
練

対
象
地
区
以
外
の
町
民
も
参

加
で
き
る
よ
う
な
訓
練
に
し

て
い
き
た
い
。

■
危
険
な
空
き
家
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
る
が
、
解
体
補

助
を
含
め
今
後
の
対
応
は
。

■
平
成
27
年
度
の
調
査
結

果
を
基
に
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を

行
っ
て
き
た
。
令
和
６
年
度

は
改
め
て
詳
し
い
調
査
を
行

い
、
特
定
空
き
家
等
対
策
検

討
協
議
会
を
開
催
し
解
体
補

助
等
を
含
め
対
策
を
検
討
し

て
い
く
。

■
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
制
作
協

力
謝
礼
と
は
。

■
事
業
の
目
的
は
移
住
定
住

の
促
進
と
交
流
人
口
の
増
加

で
、
レ
ジ
ャ
ー
や
暮
ら
し
を

知
る
マ
ッ
プ
を
作
る
も
の
で

あ
る
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は

地
域
を
知
る
町
民
と
移
住
者

ら
が
製
作
委
員
会
で
マ
ッ
プ

作
製
を
進
め
て
い
く
。
観
光

マ
ッ
プ
の
専
門
家
や
情
報
発

信
の
専
門
家
・
町
民
協
力
者

6

へ
の
謝
礼
を
考
え
て
い
る
。

■
旧
温
泉
健
康
館
解
体
設
計

業
務
と
は
。

■
浴
室
棟
を
解
体
す
る
設
計

業
務
で
、
池
を
更
地
に
す
る

分
を
含
ん
で
い
る
。
屋
根
の

一
部
が
吹
き
飛
ぶ
な
ど
腐
食

が
進
み
危
険
な
状
態
で
あ
る
。

更
地
に
し
た
場
所
の
活
用
は

検
討
中
で
あ
る
。

■
野
生
キ
ノ
コ
検
体
採
取
業

務
の
進
捗
は
。

■
一
部
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
は

検
体
が
集
ま
ら
な
い
状
況
に

あ
る
。
出
荷
自
粛
か
ら
数
年

経
過
し
て
い
る
が
、
山
菜
や

ク
マ
肉
に
つ
い
て
も
放
射
性

物
質
が
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。 　

厚
生
労
働
省
と
林
野
庁

の
担
当
者
と
地
元
の
担
当

者
の
意
見
交
換
を
行
っ
た

際
、
非
破
壊
検
査
と
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
に
つ
い
て
検

出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
解

除
を
お
願
い
し
た
。

■
除
雪
費
約
2
億
円
と
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
不
足
は
な

い
か
。

■
降
雪
状
況
の
対
応
も
毎
年

違
っ
て
き
て
い
る
。

　

状
況
に
応
じ
て
補
正
予
算

等
で
対
応
し
て
い
る
。

■
水
道
事
業
の
長
沢
、
針
生

の
水
源
地
で
停
電
が
発
生
し

た
場
合
の
発
電
機
設
備
は
十

分
か
。

■
針
生
水
源
地
は
新
し
い
非

常
用
発
電
機
を
備
え
て
い
る

が
、
長
沢
水
源
地
で
の
備
え

は
な
く
、
事
案
が
発
生
し
た

都
度
、
建
設
会
社
か
ら
の
借

用
で
対
応
し
て
い
る
。

■
学
校
給
食
費
へ
の
補
助
は
。

■
一
食
当
た
り
小
学
校
は

3
0
5
円
、
中
学
校
は
3
6

0
円
で
あ
る
。
材
料
費
や
光

熱
費
等
の
高
騰
に
よ
り
、
小

学
校
の
値
上
が
り
分
25
円
の

う
ち
10
円
を
、
中
学
校
は
値

上
が
り
分
30
円
の
う
ち
15
円

を
補
助
す
る
。

■
町
内
の
閉
校
校
舎
維
持
管

理
事
業
は
。

■
玉
川
小
中
学
校
、
小
玉
川

小
中
学
校
、
白
沼
小
中
学
校
、

北
部
小
中
学
校
、
沖
庭
小
学

校
の
旧
校
舎
は
、
地
元
住
民

に
清
掃
を
委
託
し
て
い
る
ほ

か
、
消
防
設
備
等
の
点
検
や

電
気
代
、
水
道
代
等
を
計
上

し
て
い
る
。

■
旧
小
国
小
学
校
の
周
辺

住
民
か
ら
環
境
が
悪
化
し
て

い
る
と
の
声
も
あ
る
が
、
解

体
は
。

■
玄
関
を
封
鎖
し
、
最
低
限

の
管
理
を
し
て
い
る
。

　

外
観
的
に
も
良
く
な
い
状

況
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
解
体
は
検
討
し
て
い

る
が
、
多
額
の
経
費
を
要
す

る
た
め
、
財
源
の
確
保
が
最

大
の
課
題
で
あ
る
。

■
令
和
6
年
度
よ
り
病
院
内

に
介
護
医
療
院
を
開
設
し
、

小
国
病
院
病
床
26
床
、
介
護

医
療
院
療
床
19
床
と
な
る
が
、

入
院
患
者
が
26
名
を
超
え
た

場
合
は
。

■
令
和
5
年
度
も
入
院
患
者

が
30
名
を
超
え
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
介
護
医
療
院
の
療
床

に
は
入
院
で
き
な
い
が
、
安

定
し
た
方
の
退
院
先
と
な
る

こ
と
で
入
院
で
き
な
い
こ
と

が
無
い
よ
う
に
し
た
い
。 

■
妊
婦
出
産
支
援
事
業
の

妊
娠
、
出
産
時
に
お
け
る
町

の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
と
出
生
数

の
増
加
は
。

■
母
子
保
健
担
当
が
妊
娠

時
、
出
産
後
定
期
的
に
面
談

し
て
い
る
。

 

出
生
数
は
30
名
を
切
っ
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
事
業
の

結
果
、
急
激
に
出
生
数
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、

安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

■
湯
上
が
り
サ
ロ
ン
パ
ッ
ケ

ー
ジ
エ
ア
コ
ン
設
置
費
用

4
0
0
万
円
の
内
容
は
。

■
エ
ア
コ
ン
設
置
場
所
は
、

３
階
の
東
側
か
ら
南
側
に
か

け
て
ガ
ラ
ス
張
り
の
30
畳
で

あ
り
、
既
存
の
冷
房
施
設
の

修
繕
に
は
多
額
の
費
用
を
要

す
る
。
冷
房
効
果
の
出
る
サ

イ
ズ
と
機
種
を
選
定
し
た
電

源
工
事
も
含
め
た
予
算
と
な

る
。

QA

QA

地
域
整
備
課

教
育
委
員
会

農
林
振
興
課

小中学校のある日の給食

QAQA

QAQ

A

小国町ぎかいだより■APRIL.2024
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■
移
住
記
事
作
成
報
償
事
業

の
内
容
は
。

■
移
住
者
等
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
活
動
・
日
常
生
活
や
他
の

人
た
ち
と
の
交
流
の
様
子
な

ど
を
紹
介
す
る
こ
と
に
対
す

る
謝
礼
の
支
給
を
想
定
し
て

い
る
。

■
令
和
6
年
度
は
、
庁
舎
西

側
の
改
修
工
事
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
停
留
所
周
辺
の
タ

イ
ル
の
損
傷
も
激
し
い
が
修

理
の
予
定
は
。

■
損
傷
は
承
知
し
て
い
る
が
、

今
年
度
は
西
側
壁
面
等
の
改

修
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

タ
イ
ル
補
修
は
、
今
後
の
計

画
と
な
る
が
、
危
険
の
な
い

よ
う
に
対
策
し
て
い
く
。

■
次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
の
本

体
工
事
が
始
ま
る
が
、
温
泉

施
設
の
調
査
等
予
算
は
。

■
ま
ず
は
、
次
期
総
合
セ
ン

タ
ー
の
完
成
に
傾
注
し
て
い

く
。
状
況
を
見
な
が
ら
調
査

等
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

■
マ
イ
ナ
保
険
証
の
運
用

が
始
ま
る
が
、
そ
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

■
令
和
6
年
12
月
2
日
以

降
は
、
新
た
な
健
康
保
険
証

は
発
行
さ
れ
な
く
な
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険

証
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
と

な
る
た
め
、
早
め
の
マ
イ
ナ

保
険
証
の
手
続
き
を
周
知
し

て
い
く
。

　

な
お
、
切
り
替
え
が
間
に

合
わ
な
い
方
は
、
資
格
確
認

書
を
用
い
て
医
療
機
関
を
受

診
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

■
災
害
が
頻
発
し
て
い
る

が
、
令
和
6
年
度
の
総
合
防

災
訓
練
の
内
容
は
。

■
詳
細
は
、
こ
れ
か
ら
詰

め
て
い
く
予
定
だ
が
、
訓
練

対
象
地
区
以
外
の
町
民
も
参

加
で
き
る
よ
う
な
訓
練
に
し

て
い
き
た
い
。

■
危
険
な
空
き
家
が
多
く
な

っ
て
き
て
い
る
が
、
解
体
補

助
を
含
め
今
後
の
対
応
は
。

■
平
成
27
年
度
の
調
査
結

果
を
基
に
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を

行
っ
て
き
た
。
令
和
６
年
度

は
改
め
て
詳
し
い
調
査
を
行

い
、
特
定
空
き
家
等
対
策
検

討
協
議
会
を
開
催
し
解
体
補

助
等
を
含
め
対
策
を
検
討
し

て
い
く
。

■
ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
制
作
協

力
謝
礼
と
は
。

■
事
業
の
目
的
は
移
住
定
住

の
促
進
と
交
流
人
口
の
増
加

で
、
レ
ジ
ャ
ー
や
暮
ら
し
を

知
る
マ
ッ
プ
を
作
る
も
の
で

あ
る
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は

地
域
を
知
る
町
民
と
移
住
者

ら
が
製
作
委
員
会
で
マ
ッ
プ

作
製
を
進
め
て
い
く
。
観
光

マ
ッ
プ
の
専
門
家
や
情
報
発

信
の
専
門
家
・
町
民
協
力
者

へ
の
謝
礼
を
考
え
て
い
る
。

■
旧
温
泉
健
康
館
解
体
設
計

業
務
と
は
。

■
浴
室
棟
を
解
体
す
る
設
計

業
務
で
、
池
を
更
地
に
す
る

分
を
含
ん
で
い
る
。
屋
根
の

一
部
が
吹
き
飛
ぶ
な
ど
腐
食

が
進
み
危
険
な
状
態
で
あ
る
。

更
地
に
し
た
場
所
の
活
用
は

検
討
中
で
あ
る
。

■
野
生
キ
ノ
コ
検
体
採
取
業

務
の
進
捗
は
。

■
一
部
キ
ノ
コ
に
つ
い
て
は

検
体
が
集
ま
ら
な
い
状
況
に

あ
る
。
出
荷
自
粛
か
ら
数
年

経
過
し
て
い
る
が
、
山
菜
や

ク
マ
肉
に
つ
い
て
も
放
射
性

物
質
が
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。 　

厚
生
労
働
省
と
林
野
庁

の
担
当
者
と
地
元
の
担
当

者
の
意
見
交
換
を
行
っ
た

際
、
非
破
壊
検
査
と
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
に
つ
い
て
検

出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
解

除
を
お
願
い
し
た
。

■
除
雪
費
約
2
億
円
と
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
不
足
は
な

い
か
。

■
降
雪
状
況
の
対
応
も
毎
年

違
っ
て
き
て
い
る
。

　

状
況
に
応
じ
て
補
正
予
算

等
で
対
応
し
て
い
る
。

■
水
道
事
業
の
長
沢
、
針
生

の
水
源
地
で
停
電
が
発
生
し

た
場
合
の
発
電
機
設
備
は
十

分
か
。

■
針
生
水
源
地
は
新
し
い
非

常
用
発
電
機
を
備
え
て
い
る

が
、
長
沢
水
源
地
で
の
備
え

は
な
く
、
事
案
が
発
生
し
た

都
度
、
建
設
会
社
か
ら
の
借

用
で
対
応
し
て
い
る
。

■
学
校
給
食
費
へ
の
補
助
は
。

■
一
食
当
た
り
小
学
校
は

3
0
5
円
、
中
学
校
は
3
6

0
円
で
あ
る
。
材
料
費
や
光

熱
費
等
の
高
騰
に
よ
り
、
小

学
校
の
値
上
が
り
分
25
円
の

う
ち
10
円
を
、
中
学
校
は
値

上
が
り
分
30
円
の
う
ち
15
円

を
補
助
す
る
。

■
町
内
の
閉
校
校
舎
維
持
管

理
事
業
は
。

■
玉
川
小
中
学
校
、
小
玉
川

小
中
学
校
、
白
沼
小
中
学
校
、

北
部
小
中
学
校
、
沖
庭
小
学

校
の
旧
校
舎
は
、
地
元
住
民

に
清
掃
を
委
託
し
て
い
る
ほ

か
、
消
防
設
備
等
の
点
検
や

電
気
代
、
水
道
代
等
を
計
上

し
て
い
る
。

■
旧
小
国
小
学
校
の
周
辺

住
民
か
ら
環
境
が
悪
化
し
て

い
る
と
の
声
も
あ
る
が
、
解

体
は
。

■
玄
関
を
封
鎖
し
、
最
低
限

の
管
理
を
し
て
い
る
。

　

外
観
的
に
も
良
く
な
い
状

況
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
解
体
は
検
討
し
て
い

る
が
、
多
額
の
経
費
を
要
す

る
た
め
、
財
源
の
確
保
が
最

大
の
課
題
で
あ
る
。

■
令
和
6
年
度
よ
り
病
院
内

に
介
護
医
療
院
を
開
設
し
、

小
国
病
院
病
床
26
床
、
介
護

医
療
院
療
床
19
床
と
な
る
が
、

入
院
患
者
が
26
名
を
超
え
た

場
合
は
。

■
令
和
5
年
度
も
入
院
患
者

が
30
名
を
超
え
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
介
護
医
療
院
の
療
床

に
は
入
院
で
き
な
い
が
、
安

定
し
た
方
の
退
院
先
と
な
る

こ
と
で
入
院
で
き
な
い
こ
と

が
無
い
よ
う
に
し
た
い
。 

■
妊
婦
出
産
支
援
事
業
の

妊
娠
、
出
産
時
に
お
け
る
町

の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
と
出
生
数

の
増
加
は
。

■
母
子
保
健
担
当
が
妊
娠

時
、
出
産
後
定
期
的
に
面
談

し
て
い
る
。

 

出
生
数
は
30
名
を
切
っ
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
事
業
の

結
果
、
急
激
に
出
生
数
が
増

え
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
、

安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ
る

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
。

■
湯
上
が
り
サ
ロ
ン
パ
ッ
ケ

ー
ジ
エ
ア
コ
ン
設
置
費
用

4
0
0
万
円
の
内
容
は
。

■
エ
ア
コ
ン
設
置
場
所
は
、

３
階
の
東
側
か
ら
南
側
に
か

け
て
ガ
ラ
ス
張
り
の
30
畳
で

あ
り
、
既
存
の
冷
房
施
設
の

修
繕
に
は
多
額
の
費
用
を
要

す
る
。
冷
房
効
果
の
出
る
サ

イ
ズ
と
機
種
を
選
定
し
た
電

源
工
事
も
含
め
た
予
算
と
な

る
。

健
康
福
祉
課

温
身
の
郷

町
立
病
院

QAQA

QA

QA

3階の湯上がりサロン
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小
　
関
　
和
　
好
　

地
域
自
治
の
確
立
を

小
関
　
当
町
の
地
域
づ
く

り
は
他
自
治
体
に
比
べ
大

幅
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
。

　

当
初
予
算
に
お
い
て
も
他

自
治
体
は
、
地
域
活
動
に
多

く
の
予
算
を
割
い
て
お
り
、

地
域
運
営
組
織
は
町
政
運

営
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
町
の
当
初
予
算
に
は
、

地
域
活
動
に
関
す
る
予
算

は
見
当
た
ら
な
い
。
地
域

の
行
政
参
加
は
、
職
員
の

仕
事
の
効
率
化
や
災
害
対

応
に
も
大
き
く
寄
与
し
、

自
主
防
災
の
さ
ら
な
る
組

織
化
に
も
つ
な
が
る
。

　

令
和
6
年
度
に
お
け
る

地
域
づ
く
り
に
対
す
る
町

長
の
所
信
を
お
聞
き
し
た
い
。

ま
た
、
地
域
に
職
員
を
派

遣
す
る
予
定
は
な
い
か
。

町
長
　
当
初
予
算
す
べ
て

が
地
域
づ
く
り
で
あ
り
、

第
5
次
総
合
計
画
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
地
域
を
活

性
す
る
と
考
え
て
い
る
。

総
務
企
画
課
長
　
派
遣
は

考
え
て
い
な
い
が
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
の
よ

う
に
地
域
と
共
に
活
動
す

る
こ
と
は
想
定
し
て
い
る
。

小
　
林
　
　
嘉
　

1
　
旧
小
国
小
学
校
の
校

舎
解
体
・
撤
去
に
つ
い
て

小
林　

周
辺
住
民
は
早
期
の

解
体
を
望
ん
で
い
る
。

町
長
　
建
設
部
材
に
ア
ス

ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
に
、
多
額
の
支
出
を

伴
い
解
体
撤
去
に
は
交
付

税
等
の
補
填
措
置
が
な
い

の
で
1
0
0
％
借
金
と
な

っ
て
し
ま
う
。
県
議
会
、

町
村
会
な
ど
に
予
算
措
置

を
要
望
し
て
い
る
。
そ
れ

ま
で
は
周
辺
に
影
響
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
管
理
し
て

い
く
。

2
　
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
へ
の

投
資
効
果
は

小
林　

観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
連
携

体
が
組
織
さ
れ
た
が
、
投

資
に
見
合
う
効
果
を
あ
げ

て
い
る
の
か
。

町
長
　
小
国
町
観
光
を
推

進
す
る
「
推
進
主
体
」
を

ど
の
よ
う
に
構
築
し
、
そ

の
人
材
を
「
ど
う
確
保
し

て
い
く
の
か
」
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
連
携
団
体

の
合
同
会
議
な
ど
様
々
な

機
会
で
議
論
を
深
め
る
。

渡
　
邊
　
重
　
信
　

1
　
地
域
経
済
活
性
化

支
援
事
業
に
つ
い
て

渡
邊　

町
内
で
は
初
の
取
り

組
み
と
な
る
が
、
関
係
団
体

と
の
調
整
、
町
内
業
者
は
こ

の
事
業
に
対
し
対
応
が
で
き

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
ス
マ

ホ
に
不
慣
れ
な
高
齢
者
も
い

る
。
還
元
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト

が
町
内
で
消
費
さ
れ
な
い
可

能
性
も
高
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長
　
県
の
地
域
経
済
活

性
・
物
価
高
騰
対
策
補
助

金
を
活
用
し
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還

元
の
取
り
組
み
を
支
援
す

る
。
商
工
会
・
ポ
イ
ン
ト

会
の
会
員
と
協
議
も
行
っ

て
き
た
。
消
費
者
へ
の
十

分
な
説
明
会
の
実
施
も
考

え
て
い
る
。

　
ポ
イ
ン
ト
消
費
を
促
す
独

自
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
特

典
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
期
待
す
る
。

2
　
中
心
商
店
街
区
機

能
形
成
事
業
に
つ
い
て

渡
邊　

ア
ス
モ
全
体
と
し

て
、
今
後
も
持
続
可
能
な
経

営
支
援
は
で
き
て
い
る
の

か
、
目
標
と
着
地
点
は
。

町
長
　
検
討
は
重
ね
て
い

る
。
関
係
団
体
と
連
携
し

方
向
性
を
検
証
し
、
助
言

支
援
を
行
う
。

総
　
括
　
質
　
疑
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　長期に及んだコロナ禍の影響から脱却し、日常的な生活と経済が活性化している
中、本町の魅力を広く内外に発信するとともに、選ばれるふるさとを創っていく
「白い森まるごとブランド構想」が一層推進されるよう期待する。また、物価の高
騰や今冬の異常気象による影響は町内経済に大きな打撃を与えていることから、町
内の現状を細やかに把握され、関係機関との連携により遅滞なく積極的な地域経済
活性化施策を講じられたい。
　本町における人口減少や少子高齢化がこのまま進むと、町の予算規模の維持が困
難となり、その影響が町づくり全体に及ぶことが危惧される。こうした状況を踏ま
え、施政方針の中に記載されている各種施策を着実に遂行し、持続可能な行財政運
営にあたられることを強く望む。

　令和6年度各会計予算12件については、次の意見を付して原案のとおり議決する
ものと決し、次の意見を付して議長に報告した。

１　デジタルの力は過疎化が進行する自治体ほど必要となり、困難な課題を解決で
きる可能性が高いものとして期待されている。令和6年度予算においては基幹業務
システムの標準化や統合型地理情報システム導入などが盛り込まれているが、そ
れらを足がかりとして来年度以降も継続的かつ効果的なＤＸを推進されるととも
に、全庁による横断的な取り組み、精度の高い事務執行につなげられたい。

２　人口減少、少子高齢化が加速するなか、町民一人ひとりが、住み慣れた地域で
いつまでも安心して、自分らしく生きがいを持ちながら暮らすことができるよう、
地域全体で助け合い、支え合う環境づくりが求められている。持続可能な地域の
実現に向け、まちづくりパートナーシップモデル事業などを通じ、地域と行政が
ともに考え、力を合わせ活動する協働のまちづくりを実践されたい。

３　町立病院並びに介護老人保健施設においては、マンパワー不足の問題を抱えて
その運営が不安視されてきたが、的確な現状分析に基づいた介護医療院への病床
転換は、構造的な改善に繋がるものとして評価している。今後も環境の変化を見
極めながら、安全安心な医療・介護サービスが継続されるよう努力されたい。
　　
　　令和6年3月14日

予算審査特別委員会　　　　　　
委員長　間　宮　尚　江

　小国町議会議長　　安　部　春　美　殿

予算審査特別委員会報告書【要旨】

全文は議会ホームページをご覧ください
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1　

町
史
編
さ
ん
の
時
期

で
は

間
宮　

現
行
の
「
小
国
町

史
」は
昭
和
41
年
発
刊
か
ら

58
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。

町
史
発
刊
は
、
町
民
の
郷

土
に
対
す
る
理
解
を
醸
成

し
地
域
に
関
す
る
貴
重
な

歴
史
資
料
を
網
羅
的
に
収

集
、
整
理
、
保
存
し
次
世

代
に
伝
承
し
て
い
く
と
い

う
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
町
史
発
行
よ
り
半

世
紀
を
経
て
き
て
い
る
な

か
、
早
急
な
編
さ
ん
作
業
に

取
り
掛
か
る
べ
き
で
は
。

検
討
課
題
と
捉
え
て
い
く

町
長　

新
た
な
資
料
等
の

確
認
作
業
を
前
提
と
し
、

町
史
及
び
増
補
版
発
行
後

の
事
跡
を
含
め
町
史
に
お

け
る
位
置
づ
け
を
評
価
し

な
が
ら
そ
の
方
向
性
を
議

論
し
て
い
く
。
町
史
編
さ

ん
に
は
膨
大
な
作
業
に
時

間
を
要
す
る
た
め
、
関
係

機
関
と
の
意
見
調
整
を
踏

ま
え
検
討
課
題
と
捉
え
る
。

間
宮　

昭
和
41
年
以
降
の

災
害
史
も
含
め
早
急
な
編

さ
ん
作
業
を
望
む
。

2　

個
々
の
状
態
に
応
じ

た
避
難
支
援
を

間
宮　

令
和
3
年
の
災
害

基
本
法
の
改
正
に
よ
り
避

難
行
動
要
支
援
者
ご
と
の

「
個
別
避
難
計
画
」
が
町

の
努
力
義
務
と
さ
れ
た
。

福
祉
避
難
所
の
開
設
運
営

と
、
要
配
慮
者
の
個
別
避

難
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

施
設
運
営
者
と
協
議
実
施

す
る

町
長　
「
さ
い
わ
い
荘
」「
満

天
の
家
」「
白
百
合
保
育
園
」

「
す
み
れ
保
育
園
」
が
福
祉

避
難
所
と
し
て
協
定
を
締

結
し
て
い
る
。
今
後
、
施
設

運
営
者
と
定
期
的
な
協
議

の
場
を
設
け
調
整
を
図
る
。 　

個
別
避
難
計
画
に
つ
い

て
は
要
介
護
度
や
障
害
の

等
級
だ
け
で
な
く
総
合
的

な
判
断
を
必
要
と
す
る
。

関
係
機
関
と
医
療
専
門
職

の
関
係
者
に
よ
る
候
補
者

の
選
定
及
び
協
議
を
行
い
、

優
先
度
の
高
い
5
人
を
決

定
し
た
。

図
上
訓
練
キ
ッ
ト
を
有
効
に

間
宮　

過
去
の
災
害
か
ら

学
び
※
図
上
訓
練
に
よ
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練

も
重
要
で
あ
る
。
研
修
の

成
果
は
。

町
民
課
長　

職
員
が
防
災

の
研
修
に
参
加
し
て
き

た
。
図
上
訓
練
キ
ッ
ト
と

い
う
も
の
が
あ
り
、
よ
り

実
践
に
近
い
形
で
訓
練
効

果
を
高
め
て
い
く
た
め
の

災
害
対
応
の
運
営
ゲ
ー
ム

で
あ
る
。
キ
ッ
ト
を
来
年

度
以
降
購
入
し
て
い
く
予

定
だ
。

※
災
害
図
上
訓
練
…
災
害

に
対
す
る
地
域
や
自
ら
の

意
識
に
何
が
足
り
な
い
か

へ
の
「
気
付
き
」
に
な
り
今

後
ど
の
よ
う
な
訓
練
を
行

な
え
ば
よ
い
か
の
「
行
動
」

に
繋
が
る
も
の
を
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
幅
広
い

世
代
、
職
種
の
人
た
ち
と

行
う
訓
練
。
訓
練
キ
ッ
ト

は
3
種
類
あ
る
。

①
Ｄ
Ｉ
Ｇ
【
デ
イ
グ
】
災

害
・
想
像
力
・
ゲ
ー
ム

②
Ｈ
Ｕ
Ｇ
【
ハ
グ
】
避
難

所
・
運
営
・
ゲ
ー
ム

③
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド　

Ｙ
Ｅ

Ｓ
か
Ｎ
Ｏ
か
多
様
な
避
難

行
動
を
ひ
き
だ
す
も
の

間
宮

間
宮

間
宮

間
宮

町
民
課
長

町
長

町
長

一 般 質 問

地域ごとに図上訓練を行うべき

１　早急に町史編さん委員会の立ち上げを
２　「要配慮者個別避難計画」と
　　　　　　　　福祉避難所運営について

間宮尚江議員
ま みや ひさ え
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１　

停
電
時
を
含
め
た
災

害
時
の
避
難
所
の
対
応
は

渡
邊　

今
年
も
一
月
に
町

内
小
坂
町
、
緑
町
、
一
部

岩
井
沢
を
含
む
5
0
0
戸

の
停
電
が
夜
間
に
発
生
し

た
。
吹
雪
の
中
、
役
場
庁

舎
に
避
難
所
開
設
が
行
わ

れ
た
。
小
国
大
橋
の
街
灯

は
一
昨
年
の
八
月
豪
雨
災

害
か
ら
切
れ
た
ま
ま
で
あ

り
歩
行
避
難
も
危
険
で
あ

っ
た
。
移
動
時
の
安
全
安

心
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
夜
間
停
電
時

の
想
定
は
。

町
長　

昼
夜
問
わ
ず
様
々

な
災
害
ケ
ー
ス
を
想
定
し

た
対
応
と
必
要
な
設
備
備

品
の
整
備
と
し
て
自
家
発

電
の
施
設
と
発
電
機
4
台
、

反
射
式
ス
ト
ー
ブ
を
37
台

確
保
。

小
国
大
橋
の
街
灯
整
備
は

渡
邊　

一
昨
年
の
8
月
豪

雨
災
害
か
ら
切
れ
た
ま
ま

の
状
態
が
続
い
て
い
る
。

ソ
ー
ラ
ー
等
の
仮
設
照
明

の
検
討
は
。

地
域
整
備
課　

小
国
大
橋

は
山
形
県
の
専
用
物
件
で

あ
る
。
よ
り
安
価
な
提
案

で
県
に
要
望
す
る
。

町
民
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要

渡
邊　

自
主
防
災
組
織
の

組
織
化
、
夜
間
の
防
災
訓

練
や
防
災
士
の
育
成
が
必

要
で
は
な
い
か
。

自
主
防
災
組
織
の
重
要
性

を
感
じ
て
い
る

町
長　

町
内
中
心
部
の
組

織
化
が
難
し
い
。
夜
間
も

含
め
隣
組
単
位
で
の
避
難

確
認
を
積
み
上
げ
る
。
防

災
士
に
つ
い
て
も
受
講
料

の
一
部
支
援
を
検
討
し
、

防
災
士
育
成
に
努
め
る
。

２　

森
林
環
境
税
の
町
民

負
担
が
始
ま
っ
て
い
る

渡
邊　

令
和
6
年
度
か
ら

森
林
環
境
税
が
国
税
と
し

て
一
人
1
0
0
0
円
が
課

税
さ
れ
る
。
森
林
整
備
・

保
全
、
木
材
利
用
の
取
り

組
み
と
、
目
指
す
森
林
サ

ー
ビ
ス
産
業
と
は
。

所
得
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く

町
長　

こ
れ
ま
で
の
森
林

セ
ラ
ピ
ー
に
お
い
て
は
、

一
年
目
に
地
域
資
源
調
査

や
企
業
の
ニ
ー
ズ
の
引
き

出
し
を
行
い
、
二
年
目
は

企
業
向
け
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
取

得
し
た
。
小
国
町
の
可
能

性
を
感
じ
る
評
価
を
受
け

た
。
利
益
が
小
国
の
森
へ

還
元
さ
れ
る
好
循
環
を
生

む
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

渡
邊

渡
邊

渡
邊

渡
邊

一 般 質 問

消えたままの小国大橋の街灯

森林観光に期待する

渡邊重信議員
わた なべ しげ のぶ

町
長

１　停電時の避難所対応は
２　森林環境譲与税の活用と
　　　　　　　今後の取り組みは

地
域
整
備
課

町
長

町
長
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町立病院・温身の郷
　　  将来とも経営存続を

小林　嘉議員
こ ばやし よしみ

今
後
も
存
続
で
き
る
の
か

　
小
林　

町
立
病
院
や
温
身

の
郷
は
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
中
核
施
設
で
あ

り
先
進
施
設
・
全
国
モ
デ

ル
と
し
て
多
方
面
か
ら
注

目
さ
れ
て
き
た
。
町
民
福

祉
の
維
持
向
上
に
対
処
し

て
い
く
た
め
に
も
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
重
要
な
施

設
で
あ
る
。
将
来
経
営
は
。

外
部
の
提
言
も
受
け
存
続

計
画
を
ま
と
め
た

町
長　

将
来
の
存
続
に
向

け
外
部
の
視
点
か
ら
の
提

言
を
受
け
た
結
果
、
医

療
・
介
護
需
要
と
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
あ
り
、
入
院
や

入
所
の
稼
働
率
向
上
と
機

能
転
換
が
課
題
と
の
指
摘

を
受
け
た
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
や

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
減
少
な

ど
、
今
後
の
課
題
を
踏
ま

え
、
町
立
病
院
が
中
心
と

な
り
機
能
転
換
に
関
す
る

計
画
を
取
り
ま
と
め
た
。

小
林　

具
体
的
な
機
能
転

換
に
関
す
る
考
え
と
は
。

高
齢
化
へ
の
対
応
と
看

護
・
介
護
の
充
実

町
長　

高
齢
化
の
進
行
へ

の
対
応
と
在
宅
支
援
を
維

持
充
実
さ
せ
る
。
ま
た
、

夜
勤
体
制
を
看
護
師
と
介

護
員
で
編
成
で
き
る
療
養

病
床
や
介
護
医
療
院
に
転

換
す
る
こ
と
で
、
中
長
期

的
に
安
定
経
営
を
目
指
す
。

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
現
状
を
維
持
す
る
。

　

介
護
医
療
院
は
医
療
と

生
活
施
設
の
機
能
を
兼
ね

備
え
、
要
介
護
1
か
ら
5

の
方
を
対
象
に
、
介
護
保

険
制
度
で
入
所
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
も
の
で
、
町
立
病

院
に
併
設
し
「
病
院
併
設

型
小
規
模
介
護
医
療
院
」

と
な
る
。

　

施
設
配
置
は
、
二
階
病

棟
の
東
側
病
室
の
8
室
19

床
を
介
護
医
療
院
の
居
室

な
ど
に
転
換
す
る
。
一
般

病
床
は
45
床
か
ら
26
床
と

な
る
。
2
年
後
を
め
ど
に

「
温
身
の
郷
」
の
統
合
を
計

画
し
て
い
る
。

小
林

小
林

町
長

町
長

一 般 質 問

生活の場でありつつ、医療、ケア、看取りまで担う

医療介護院とは

「生活施設」
「日常的な医学管理」

・
「看取り・ターミナルケア」
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石山久美子議員
いし やま く み こ

１　

水
力
発
電
所
建
設
事

業
の
中
止
に
つ
い
て

事
業
の
取
組
み
、
中
止
に

至
る
経
過
は

石
山　

小
国
町
に
は
長
者

原
発
電
所
、
玉
川
発
電

所
、
玉
川
第
二
発
電
所
、

赤
芝
発
電
所
、
第
二
赤
芝

発
電
所
、
そ
し
て
横
川
発

電
所
の
6
つ
の
発
電
所
が

あ
る
。

　

県
企
業
局
の
明
沢
川
地

点
で
の
発
電
事
業
は
山
の

恵
み
を
受
け
た
期
待
の
事

業
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。

　

平
成
26
年
6
月
「
地
形

測
量
実
施
」
が
あ
り
令
和

3
年
12
月
「
現
地
調
査
の

終
了
」
を
受
け
、
令
和
4

年
12
月
「
綱
木
箱
口
地
区

説
明
会
」
と
順
調
に
進
め

ら
れ
て
き
た
事
業
が
突
如

中
止
と
な
っ
た
。
そ
の
経

過
に
つ
い
て
伺
う
。

町
は
用
地
取
得
を
担
当

町
長　

当
初
の
計
画
で
は
、

明
沢
橋
か
ら
4
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
上
流
の
地
点
で
取
水

し
、
導
水
路
ト
ン
ネ
ル
を

通
過
し
、
綱
木
箱
口
高
坂

地
内
で
放
水
。
そ
の
落
差

を
利
用
し
て
発
電
す
る
計

画
で
あ
り
事
業
費
は
約
80

億
円
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

町
と
し
て
は
発
電
所
予

定
地
ま
で
の
道
路
整
備
に

か
か
る
用
地
取
得
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
き
た
。

　

企
業
局
側
か
ら
は
、
技

術
者
不
足
、
建
設
資
材
高

騰
に
加
え
、
地
質
調
査
に

よ
り
、
一
部
に
軟
弱
地
盤

が
判
明
し
た
た
め
、
事
業

費
を
見
直
し
た
結
果
、
50

億
多
い
1
3
0
億
円
に
達

す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

独
立
採
算
で
運
営
す
る
事

業
実
施
は
難
し
い
と
判
断

し
、
12
月
2
日
、
事
業
中

止
の
説
明
が
あ
っ
た
。

石
山　

地
域
住
民
へ
の
丁

寧
な
説
明
は
あ
っ
た
の
か
。

町
長　

建
設
予
定
地
関
係

者
に
は
11
月
6
日
に
県
企

業
局
か
ら
説
明
さ
れ
た
。

期
待
し
て
い
た
事
業
の
中
止

は
落
胆
の
声
も
聞
か
れ
た
。

　

新
た
な
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
活
用
施
設
計
画
の

消
滅
は
大
変
残
念
で
あ
る
。

事
業
主
体
の
判
断
で
あ
る

の
で
、
や
む
を
得
な
い
と

考
え
て
い
る
。

※
他
の
質
問
「
仁
科
町
政

2
期
8
年
の
成
果
に
つ
い

て
」

石
山

石
山

町
長

一 般 質 問

町
長

１　明沢川地点のおける
　　水力発電所建設事業の中止について

２　仁科町政の２期８年の
　　成果について

▶
企
業
を
支
え
る
赤
芝
発
電
所（
ダ
ム
式
）

▲小国で最初にできた長者原発電所（水路式）
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叙
勲
伝
達

  
故 

金 

熊
太
郎
元
議
長

　
　  
旭
日
単
光
章
受
章

長
年
に
わ
た
り

　
地
方
自
治
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た

代理　金 和久氏

四角で囲う形が多
く、レイアウトに硬
さを感じる。

カラー写真が新年の
明るいイメージを連想
させてくれた。

政策提言が町政にどの
ように反映されたのか、
今後紹介してほしい。

陳情の内容が小国町と
どういう関係があるの
かよくわからない。

委員会活動の写真と記事のバ
ランスが良かった。タイトルか
ら記事へとスムーズに目線が
動き、読みやすかった。

町民の方々の声による施策
で、暮らしが豊かになった、
というような特集を
組んでほしい。

広報モニターさんの声
議会広報モニタ

ーのみなさまから寄せられた声をご紹介します
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　これまでの119番通報は、西置賜行政

組合消防本部と置賜広域行政事務組合消

防本部のそれぞれで対応していましたが、

令和6年4月から通報受付業務を一つに

集約し共同で運用することになりました。

　これにより、近年大規模化している災

害において、災害被害状況を初動段階か

ら把握することで、規模に応じた迅速な

応援体制を構築することができます。

議会運営委員会視察研修
場所　東京都台東区ふるさと交流ショップ台東
目的　特産品の販路拡大ならびに流通に向けて

場所　山形県川西町・飯豊町
目的　ペーパーレス化による事務コスト削減と
　　　能率向上に向けたタブレット導入について

場所　全国町村議会議長会
研修テーマ　議員発言の意義と権限、制限発言など

「消防指令センター」統合  米沢市に
置賜広域行政事務組合・西置賜行政組合

令和6年1月22日～23日

令和6年2月2日・2月6日
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。
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次
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6
月
定
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会
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傍
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。
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発
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今
年
も
ま
た
、
桜
の
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
元
旦
に
被
災
し

た
北
陸
に
も
桜
は
咲
い
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
　

　
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥

福
と
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
号
は
、
わ
が
町
の
特
定
技

能
実
習
生
に
お
話
を
聞
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
彼
ら
と
の
交

流
を
深
め
、
多
様
な
人
た
ち
と

共
に
町
を
持
続
さ
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

小
関
（
記
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発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
安
部
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美
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長
　
伊
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行

副
委
員
長
　
石
山
久
美
子

委
　
　
員
　
柴
田
　
伸
也

間
宮
　
尚
江

小
関
　
和
好

遠
藤
　
和
彦
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Q
小
国
町
に
来
て
ど
れ
ぐ

ら
い
に
な
り
ま
す
か
。

A
６
年
に
な
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。

Q
仕
事
は
、
大
変
で
す
か
。

A
最
初
は
大
変
だ
っ
た
け

ど
今
は
慣
れ
ま
し
た
。

　
Q
小
国
町
の
最
初
の
印
象

は
ど
う
で
し
た
か
。

A
雪
が
多
く
て
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
す
べ
て
真
っ
白

で
寒
か
っ
た
で
す
。

逆
に
夏
は
大
丈
夫
で
す
。

Q
休
日
は
、
何
を
し
て
い

ま
す
か
。

A
町
内
で
買
い
物
を
し
て

い
ま
す
。
昼
休
み
に
は
、
卓

球
を
し
て
い
ま
す
。

Q
日
本
の
食
べ
物
は
、

　

 

何
が
好
き
で
す
か
。

A
お
で
ん
が
好
き
で
す
。

辛
い
物
が
大
好
き
で
す
。

日
本
の
も
の
は
お
い
し
い

で
す
。

Q
小
国
町
の
印
象
は
変
わ

り
ま
し
た
か
。

A
寒
い
の
は
苦
手
で
す
が
、

春
に
咲
く
桜
は
楽
し
み
で
す
。

（
文
責　

小
関
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ヒエウさん 　トゥアンさん

氏
　
名

　
チ
ャ
ン・
ヴ
ァ
ン・

　
　
ト
ゥ
ア
ン（
３１
歳
）

　
チ
ュ
オ
ン・
ヴ
ァ
ン・

　
　
　
ヒ
エ
ウ（
３４
歳
）

出
　
身
　
ベ
ト
ナ
ム

勤
務
先
　
荒
川
興
業
㈱

日本に長くいたいで
す。ベトナムに妻と
子供がいますが、帰
ってからのことは考
えていません。

ヒエウ

お金を貯めてベトナ
ムで建築資材の卸業
の店を開きたいです。

トゥアン

将
来
の

夢
を

　
教
え
て
く
だ
さ
い
！


